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洪水キキクルと水害リスクラインの一体的発信
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※危険度はイメージ

洪水に関する危険度情報の一体的発信

自治体・住民が
それぞれの詳細なリスク情報を
洪水キキクルページ（気象庁HP）

でワンストップで確認可能に
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「国管理河川の洪水の危険度分布※」
（水害リスクライン）

※ 大河川のきめ細かな越水・溢水の危険度を伝える

「洪水警報の危険度分布※ 」
（洪水キキクル）

※ 中小河川の洪水危険度を伝える

令和５年
2月16日
運用開始
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洪水に関する危険度情報の一体的発信

3指定河川洪水予報

指定河川洪水予報

水害リスクライン

水害リスクライン

水害リスクライン

水害リスクライン

拡大時： 「水害リスクライン」の詳細な危険度を表示
縮小時： これまで通り「指定河川洪水予報の発表状況」を表示

閲覧画面のイメージ
表示画面を拡大することにより、詳細な危険度の閲覧が可能。

※ 県の指定河川洪水予報区域：
拡大時もこれまで通り「指定河川洪水予報の発表状況」を表示

※ 一定時間以上水害リスクラインが遅延した場合（障害等含む）：
拡大時も「指定河川洪水予報の発表状況」を表示

拡
大

縮
小
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洪水に関する危険度情報の一体的発信
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洪水警報の危険度分布について
「洪水警報の危険度分布」は、洪水警報を補足する情報である。指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川

（水位周知河川及びその他河川）の洪水災害発生の危険度の高まりの予測を示しており、洪水警報等が発表されたとき
に、どこで危険度が高まるかを面的に確認することができる。流域雨量指数の実況値又は 3 時間先までの予測値が洪水
警報等の基準値に到達したかどうかで、危険度を５段階に判定し、色分け表示している。
令和 3 年 2 月 24 日より、気象庁ホームページがリニューアルされ、雨雲画像と３種類の危険度分布（土砂災害、浸

水害、洪水災害）を一つの画面で監視できるようになっている。
（https://www.jma.go.jp/bosai/#pattern=rain_level）

避難情報に関するガイドラインに一部加筆洪水キキクル
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洪水に関する危険度情報の一体的発信
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「国管理河川の洪水の危険度分布（水害リスクライン）」について
国管理河川では、数 km～数十 km の予報区域を対象に発表する洪水予報等に加えて、縦断的な水位（水面

形）を計算により推定し、左右岸それぞれ、概ね200m ごとの洪水の危険度分布（水害リスクライン）を令和 2 年
より提供している。
概ね200ｍごとに推定した水位が、堤防等の高さを超過し、氾濫している可能性のある箇所を黒色（警戒レベル５

相当情報）で表示するなど、各箇所の危険度をきめ細かく把握できることから、避難情報発令の参考にできる。
https://frl.river.go.jp/（一般向けに現況値を提供）
※市町村向けサイトでは、6 時間先までの水位予測や危険度分布を提供。

避難情報に関するガイドラインに一部加筆水害リスクライン
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水害リスクラインの計算イメージ

①降雨予測

・河川の流域に降る雨を予測
※気象庁の降水ナウキャストや降

水短時間予報を使用
※流域：降った雨が河川に流れ込

む地域

②流出量予測 ③水位予測

・河川の流量から、約200mおきの水位を予測
し、危険度の基準となる水位を超過したかどう
かで危険度の色を表示
（この図では、レベル４相当の色を表示）

・降雨量から、河川に流れ込む水の量を
予測し、河川の流量を予測する。

※「黄」の判定における水位は基準観測所の観測
水位を用いる。

レベル５相当

レベル３相当
レベル４相当

■水害リスクラインは、気象庁からの降雨予測を活用し、以下の①～③のステップで危険度を算出

6



令和5年7月31日
メディア連携協議会資料

水害リスクラインと洪水キキクルの特徴

洪水に関する危険度情報の一体的発信
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水害リスクライン 洪水キキクル

対象河川 国管理の指定河川洪水予報区域
（大河川）

水位周知河川及びその他の河川
（中小河川）

利用予測時間 6時間先まで 3時間先まで

危険度の
示す意味※ 該当箇所の越水・溢水の危険度 該当箇所の洪水災害発生の危険度

危険度の
表示方法

河川の左右岸それぞれの危険度を表
示（概ね200m毎）

河川の流路に沿って危険度を表示
（概ね1㎞メッシュ）

危険度判定の
指標 縦断的な計算水位 流域雨量指数

危険度判定の
基準

該当箇所の堤防の高さを基に
定めた基準水位と指標を比較

過去災害を基に
定めた基準値と指標を比較

※該当箇所の危険度であり、同氾濫域における別の箇所からの浸水リスクまで考慮したものではない。
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洪水に関する危険度情報の一体的発信

統合表示
危険度・色

※洪水キキクルに表示

統合表示の判定条件

実況による条件 予測による条件
警戒レベル5相当 実況＝警戒レベル5相当

警戒レベル4相当
実況＝警戒レベル4相当

実況＜ 警戒レベル4相当 かつ 予測（3時間先までの最大値）＝警戒レベル5相当

警戒レベル3相当

実況＝警戒レベル3相当 かつ 警戒レベル４相当の「予測による条件」を満たさない

実況＜ 警戒レベル3相当 かつ 予測（3時間先までの最大値）＝警戒レベル4相当

実況＜ 警戒レベル3相当 かつ 予測（4～6時間先の最大値）≧ 警戒レベル4相当

警戒レベル2相当 実況＝警戒レベル2相当 かつ 警戒レベル３相当以上の「予測による条件」を満たさない

統合表示の判定ルール

※「黄」の判定における実況水位は基準観測所の観測水位を用いる。

【統合表示の考え方】
洪水予報の考え方に準じて、各々の200ｍの実況と予測の危険度から統合表示の危険度を作成。
時間断面（実況～6時間先）ごとに判定された危険度を、以下の表のルールで統合し、統合危険度を

判定し、洪水キキクルに表示。
警戒レベル４相当や３相当については実況でその警戒レベルに達していなくても、予測で警戒レベル４相

当や５相当が出るようであれば表示される。特に統合表示で警戒レベル４相当（予測で警戒レベル5相
当に達する）となる場合は、水位が短時間で急激に上昇する恐れがあるので、早期の避難が必要。
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時刻 雨量レーダ 水害リスクライン（※実況の危険度を表示） 洪水キキクル（※拡大表示は水害リスクラインの統合危険度）

9
時

10
時

11
時

令和5年台風第2号時の大和川の危険度

9

11:50 氾濫危険情報発表

危険度が高い

■大和川上流では急激に水位が上昇する恐れがあったことから、氾濫危険水位に到達する前に、
水位予測に基づき11時50分に氾濫危険情報を発表

実況では危険度は上がっていないが、水位が上昇する予測（4時間後にレベル４以上）が
でているため、統合危険度ではレベル３相当の色となっている。

実況では危険度は上がっていないが、水位が上昇する予測（3時間後にレベル５）がでて
いるため、統合危険度では一部レベル４相当の色となっている。
この予測情報をもとに、11：50に氾濫危険情報（レベル4相当情報）を発表

←大和川

板東観測水位：0.39m

藤井観測水位：3.05m

板東観測水位：1.20m

←大和川

藤井観測水位：4.38m

板東観測水位：2.32m

←大和川

藤井観測水位：6.10m
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時刻 雨量レーダ 水害リスクライン（※実況の危険度を表示） 洪水キキクル（※拡大表示は水害リスクラインの統合危険度）

12
時

13
時

14
時

令和5年台風第2号時の大和川の危険度

10

■大和川上流では、線状降水帯の雨域が入ってこなかったので、予測で出たほどの水位上昇は発
生しなかったが、府県境付近で水位が上昇。

実況では危険度が上がっているが、予測による水位上昇が小さくなった（3時間後にレベル
５の範囲がなくなった）ことから、統合危険度ではレベル４相当の範囲が減少し実況の箇
所と同じになった。
統合危険度ではレベル４相当の範囲が現象して、安全になってきているように見えるが、水
位は上昇しているので、警戒が必要。

危険度が高い

危険度が高い

危険度が高い

13:10 奈良県南部に顕著な大雨に関する気象情報

実況の危険度はレベル２相当であるが、水位が上昇する予測（3時間後にレベル5）がでて
いる範囲が拡大しているため、統合危険度ではレベル４相当の範囲が拡大。

12:01 和歌山県北部に顕著な大雨に関する気象情報

板東観測水位：3.45m

←大和川

藤井観測水位：7.40m

板東観測水位：4.29m

←大和川

藤井観測水位：8.47m

板東観測水位：4.69m

危険度が高い
←大和川

藤井観測水位：9.09m

実況では危険度が上がっているが、予測による水位上昇が小さくなった（3時間後にレベル５の
範囲が縮小）ことから、統合危険度ではレベル４相当の範囲が減少。
統合危険度ではレベル４相当の範囲が現象して、安全になってきているように見えるが、水位は
上昇しているので、警戒が必要
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令和5年台風第2号時の大和川の危険度

時刻 雨量レーダ 水害リスクライン（※実況の危険度を表示） 洪水キキクル（※拡大表示は水害リスクラインの統合危険度）

15
時

16
時

17
時

実況による危険度が上がったことから、レベル４相当の範囲が拡大。

水位が下がり、実況による危険度が下がったことから、レベル４相当の範囲が縮小。

■大和川上流では15時~16時頃に水位がピークに到達。
■水位低下とともに、危険度が低下していく。

危険度が高い

危険度が高い

危険度が高い

板東観測水位：4.62m

危険度が高い
←大和川

藤井観測水位：9.46m

←大和川

板東観測水位：4.45m

危険度が高い
藤井観測水位：9.47m

←大和川

板東観測水位：4.02m

危険度が高い
藤井観測水位：9.19m
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大和郡山市

三郷町
2日15時撮影

三郷町
2日15時撮影

安堵町
2日14時30分撮影

斑鳩町
2日15時30分撮影

安堵町
2日15時30分撮影

安堵町
2日15時30分撮影

安堵町
2日15時30分撮影

JR三郷駅

令和5年台風第2号時の大和川沿川被害

6月2日17時時点の情報

（参考）https://www.kkr.mlit.go.jp/news/river/disaster/2023/or2riv0000002tgy-att/or2riv0000003v2d.pdf

■水害リスクラインの危険度がレベル４相当になった箇所で道路冠水等が発生。また、洪水キキク
ルで内水氾濫の危険度が表示された地域で内水被害が発生。



令和5年7月31日
メディア連携協議会資料

水防法等改正による府県への
水位予測データ提供の取組

13
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水防法等の一部改正
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■令和5年5月31日に気象業務法及び水防法の一部を改正。
■この法改正により、支川（府県管理の洪水予報河川）の洪水予報発表に、国が持っている

支川の予測水位情報が活用できるようになりました。

（参考）https://www.mlit.go.jp/river/kasen/yosokusuii/index.html
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本川・支川一体の水位予測イメージ
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■令和3年に洪水及び土砂災害の予報のあり方に関する検討会の中で、一級水系では、国が中心
となり水系・流域が一体となった洪水予測を行う仕組みを構築するよう提言が出された。

■国では、現在、本川・支川が一体となった洪水予測ができる計算モデルの構築を進めている。
■本川・支川一体で水位計算を行うことにより、支川では本川の水位上昇を考慮した予測が可能と

なり、府県単独では計算が難しかったバックウォータ現象を考慮した水位予測が可能
■本川では、上流支川水位の観測値、予測値を取り入れることで、下流本川予測の精度が向上
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予測水位情報の提供
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国から府県へ予測水位情報を提供及びそれを活用した洪水予報を実施するには、以下のステップを
踏む必要がある。

①都道府県は情報提供の求めを行うに当たっては、地方整備局等へ情報提供の依頼を行った上で、両者間で情報提供に関す
る包括的な協定を締結する。

②都道府県は地方整備局等及び地方気象台等と共同して、①の包括的な協定に基づき、 対象とする河川名及び情報提供の
方法等を明記した情報提供の実施要領を定める。

③都道府県は地方気象台等と共同して、②の情報提供の実施要領を踏まえ、情報提供を受ける都道府県指定洪水予報河
川の洪水予報実施要領の変更を行う。

（参考）
https://www.mlit.go.jp/river/kasen/yosokusuii/index.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/mizukokudo04_hh_000212.html

6月30日時点で21府県と各地方整備局間で①の協
定を締結した。
（6月30日に国土交通省で報道発表。）

近畿地方整備局管内では、滋賀県、京都府、大阪
府と協定を締結。
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参考
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（参考）水害リスクライン

18

①【水害リスクライン】と検索し、サイトのトップページに入って、見たい地方を選択下さい。
水害リスクライントップページ

※掲載されているのは、国が管理している河川のみです。
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（参考）水害リスクライン
②見たい川がある水系を選択して下さい。

地方選択後のページ
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（参考）水害リスクライン
③見たい情報を選択して下さい。最初に表示されるのは統合危険度になります。

大和川水系を選択時のページ
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（参考）水害リスクライン
④見たい情報を選択して下さい。

・右上の【＜情報】を選択して頂くと、表示する情報を変えることができます。
・表示させる情報は、「統合危険度」と「洪水の危険度レベル」の2種類あります。
・「統合危険度」は、洪水キキクルに掲載されている情報と同じ情報になります。
・「洪水の危険度レベル」を選択すると、現時点から6時間先までの時間毎の危険度が表示されます。
※予測情報が出るのは、洪水予報河川のみです。
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（参考）川の防災情報
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①川の防災情報では、自宅等の地点をあらかじめ登録しておくことができますので、避難の判断
等にご活用下さい。
赤枠囲みの地点を登録を選択してください。
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（参考）川の防災情報
②ページが変わって下の表示が出ますので、赤枠囲みのところで登録したい地点名を記載して登録

を選択して下さい。
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（参考）川の防災情報
③地図上で登録地点を選択して下さい。
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（参考）川の防災情報
④登録地点がトップページに表示されます。
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（参考）川の防災情報
⑤登録地点を選択すると、そこの地図が表示されて近傍の観測所やカメラがわかります。
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（参考）近畿地整管内 洪水予報河川

27気象庁洪水キキクルのページを加工

洪水予報区域名
①九頭竜川、日野川下流
②北川
③由良川下流、由良川中流
④野洲川下流
⑤瀬田川
⑥淀川、宇治川、桂川下流、木津川上流、

木津川下流
⑦名張川
⑧猪名川
⑨大和川上流、大和川下流
⑩加古川上流、加古川下流
⑪揖保川上流、揖保川下流
⑫円山川、出石川
⑬紀の川
⑭熊野川下流

※①は九頭竜川水系、②は北川水系、③は由良川水系、④～⑧は
淀川水系、⑨は大和川水系、⑩は加古川水系、⑪は揖保川水系、
⑫は円山川水系、⑬紀の川水系、⑭は新宮川水系となる。
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④

⑤

③

⑥
⑦

⑧
⑨
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⑪
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